731部隊と金沢 by 古畑 徹
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日 時 平成１８年１２月１６日（土）午後２時～３時３０分 
場 所 金沢大学サテライト・プラザ講義室 
 
演 題 「731 部隊と金沢」 
講 師 古畑 徹 （金沢大学文学部 教授） 
 
はじめに 




まで勉強してきました。そんな中で 1993 年に「いしかわ 731 部隊展」という展覧会があっ
たわけです。そのときに実行委員になり，そこでだいぶ勉強させていただいたという経緯
があります。 







































































































 戦後に行きますが，戦後でもまた金沢が出てくるのです。1945 年８月 11 日，敗戦の日





































































































































































テイスル 二一ヒツクヨテイ フタキ」と書いてあるのです。要するに 16 日の電文で石井










































































































































































任になるために自分の後任者を探すという話があって，これが 42 年から 43 年に起こりま
す。石川は病理学第２講座の後任になります。杉山は京大の教授を兼任していて，京大で
731 部隊ともかかわりのある清野という教授のお弟子さんなので，京大の事情に非常に詳








































































































































































































































（質問者６） 谷さんを通して金沢大学医学部の連絡の中で 731 部隊というのが出ている
ので，当時の医学界では知られていたことではなかったかということですが，そういう部
隊の存在自身は秘匿されていましたから，そういう関係者がいない大学や分野などでは，
そんなに知られてなかったのではないかなという可能性も考えられます。 
 
（古畑） 知られたというラインをどの辺に置くかということだと思います。ただ，教授
会では表に出るわけです。その辺を考えると，何をしたかは多分分からないと思いますが，
何となく名前としてこういう特殊部隊があったことは知られていたのではないかと思って
はいます。関係者の全くいない大学では，確かにそういうことは考えられると思います。 
 
（質問者７） 私は別に医者でも何でもありませんが，三島由紀夫がケンブリッジ大学で
日本の美しさについて講演しているはずです。その原文を見たことはありませんが，新聞
の情報などを見ますと，美しき日本，ただし，日本人のバーバリズムには気をつけてくれ
と三島由紀夫が言っているということです。これはイギリス人から見たバーバリズムです。
私は素人ですが，戦争を境に，日本人の転向の思想，簡単に変わってしまうのです。これ
について研究書が随分出ているはずで，特に教育大学で随分出ています。僕は２～３冊し
か読んでいませんが，調べていただければと思います。 
 
（古畑） ありがとうございます。転向の研究というのは，鶴見さんなどのものが存在し
ていて，私も存じています。実はこの五十年史をやっていく過程で，本当にものの見事に
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数年の間に雰囲気が変わっていく姿が，きれいに私の頭の中でも描けました。要するに教
学刷新という形で打ち出される中で，本当に数年です。その過程で何がてこになっている
かというと，満州国です。満州熱をてこにしながら，人々の思想状況を変えていく，あお
っていくという姿がある程度見えてきます。五十年史をできるだけそういう姿で描いたつ
もりですので，もしよろしければ通史編を読んでください。 
 私はその関係もあって，アメリカで今そういう研究をしておられる方のところへ半年ほ
ど研究しに行ってまいりました。その方もそういう考え方で，満州熱のような，人々を一
つの方向に引きつけるものを軸にしながら状況が変わっていくという姿を描き出してくれ
ていますので，割とそういう研究が今進展していると思っています。我々もその辺を頭に
置きながら，今の時代を生きなければいけないのかなと思っている次第です。ありがとう
ございました。 
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